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高石藤井病院



大阪府高石市にある、高石藤井病院を紹介します！

https://www.ryoshukai.or.jp/medical/takaishi/

診療科
内科 循環器内科 消化器内科 腎臓内科（人工透析） 外科 整形外科
消化器外科 神経内科 皮膚科 泌尿器科 眼科 リハビリテーション科
放射線科 麻酔科 心臓血管外科 乳腺外来

病床数
75床（一般病床）、40床（医療療養病床）、32床（回復期リハビリテーショ
ン病床）、38床（地域包括ケア病床）

天女の住まう街だそうです♪

高石市（たかいしし）は、大阪
府の泉北地域に位置する人口約
5万人の工業都市です。

https://www.ryoshukai.or.jp/medical/takaishi/


大腸CTも積極的に実施しています♪



高石藤井病院での大腸CTケースをご紹介！

Case 1 80歳代・男性

エリキュース内服中。定期検診で便潜血陽性となり、循環器内科より紹
介となり、大腸CT施行。

盲腸に隆起を認め、１型盲腸癌が疑われます。

仮想注腸像

仮想内視鏡像



高石藤井病院での大腸CTケースをご紹介！

Case 1 80歳代・男性

エリキュースを休薬とし、大腸内視鏡を施行。
→大腸CTで指摘された盲腸癌を同定し、生検。
→他にも小さなポリープを認め、ポリペクトミー施行。

大腸CTで指摘
された盲腸癌

抗凝固薬内服中の高齢者に対し、大腸CTを実施することで、
適切な休薬と戦略的な大腸内視鏡が可能でした。



高石藤井病院での大腸CTケースをご紹介！

Case ２ 80歳代・男性

便潜血陽性にて大腸内視鏡を勧めたが、大量の下剤服用が困難とのこと。
消化器内科より紹介となり、大腸CT施行。

再度本人を説得し、大腸内視鏡での精査となりました。

VE＋MPR

回盲部に0-Ⅰ型腫瘍を認め、
内視鏡を勧めたが、拒否。

１年後

腫瘍は2㎝大に増大。



高石藤井病院での大腸CTケースをご紹介！

Case ２ 80歳代・男性

大腸内視鏡では、盲腸に凹凸不整な隆起を認め、大腸癌が疑われました。
その後、外科切除され、盲腸癌T1b（tub2）の診断でした。

大腸内視鏡拒否でしたが、大腸CT経由で治療に至りました。

高石藤井病院 小阪寿幸先生、情報提供ありがとうございました！

大腸CTという選択肢があることで、救える大腸癌があります。
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